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研究成果の概要（和文）：県単位レセプトデータベースおよびナショナルデータベースを用いて高度な医療疫学
解析を行うための基盤を確立した。医科の経口抗菌薬の処方回数は、2016年以降、減少傾向にあることを示し
た。また、歯科領域の抗菌薬の使用の質について、一定の改善が得られていることを示した。新型コロナウイル
ス感染症の流行以降、コロナ以外の上気道および下気道感染症や急性下痢症が激減したことを示した。インフル
エンザ、HIV感染症(肝炎等を含む) 、糖尿病関連感染症の大規模な疫学解析を遂行した。

研究成果の概要（英文）：Using the nationwide and region-wide claims databases, we established an 
infrastructure for comprehensive, advanced analysis of epidemiology, with a particular interest in 
infectious diseases and general internal medicine. Our results showed that the number of oral 
antibiotics prescriptions has been decreasing since 2016. Also, there have been certain improvements
 in the quality of antibiotic use in dentistry. The number of non-coronavirus upper and lower 
respiratory tract infections and acute diarrhea has sharply decreased since the COVID-19 outbreak. 
We have also conducted a large-scale epidemiological analysis of influenza and HIV 
infection-associated diseases, including hepatitis and diabetes-related infections.

研究分野： 感染症学・総合内科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
抗菌薬耐性(AMR)対策2016-2020の効果判定を行い、次の目標指標に向けて取り組むにあたって基礎データとなり
える。歯科領域のデータは限られていたが、データギャップの補完を可能とした。新型コロナウイルス感染症に
対する感染対策や行動制限は、様々な医療に一定の(気道感染症に対しては強い)インパクトを与えており、ポス
トコロナ時代の医療に向けた指標として利用可能である。インフルエンザ、HIV感染症(肝炎等を含む) 、糖尿病
関連感染症の大規模疫学の中間解析からは、新規の知見が得られており、発展研究が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国には、社会問題とされる感染症等の疾病が複数ある。ビッグデータを用いた網羅的疫学

調査を、疾病対策や医療需要・医療費予測に活用すべきである。扱うデータが巨大であるほど、
データ工学処理や情報管理が飛躍的に難しくなるため、大部分が単純な解析デザインでしか利
用されていない。 
 
２．研究の目的 
臨床医学、データ工学、疫学、医療経済学の専門家との共同研究体制の構築と、橋渡し研究者

の育成配置を行い、単独の学術領域では実現困難な高精度疫学解析を実施する。2 種類の大規模
レセプトデータの活用環境を整備し、データ工学・医療経済学・疫学の専門家と共同で超高度解
析を行い、地域医療や医療経済に資する包括的疫学解析基盤を確立しエビデンスを創出する。具
体的には、国家レベルで対策がなされている(i)抗菌薬耐性(AMR)問題 (ii)エイズ医療 (iii)インフ
ルエンザ医療 (iv)希少疾患を中心に、有病率・併存症・地域特性・要因分析・総医療費や医療需
要予測などを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
複雑なロジックによる超大規模データの解析を実現するため、①高度のデータ処理能力を有

するデータ工学分野との共同と、②データ工学と臨床医学の橋渡し研究者を育成・配置する。さ
らに、①ナショナルデータベースと②県単位(国保＋後期高齢者)レセプトデータ(A 県、B 県、C
県)の活用基盤を構築する。そして、上記(i)から(iv)の疾患・病態に対して、包括的疫学データを
作出する。 
 
４．研究成果 
(1)レセプトデータベースの活用基盤の構築：本課題の容量に応じた解析用サーバの稼働、デー
タセットの購入・整備、橋渡し研究者(大学院生 3名)の育成を行った。地域医療従事者(2 名)に
対し、オンライン研究・教育システムを稼働させた。 
 
(2)AMR 対策と抗菌薬使用実態の解析: 
①県単位レセプトデータベース A およ
びB(2013～2020年 3月)より、のべ923
万回の経口抗菌薬処方を解析。急性咽
頭炎・気管支炎・感冒に対する抗菌薬
処方は、AMR 対策導入以降(2016-19 年
度)、10-15％の減少がみられた。クリ
ニック、小規模(200 床未満)病院、およ
び小児において、特に大きな減少効果
がみられることを示した(図 1)。ナシ
ョナルデータベース(2012～2020 年
度)を用いた抗菌薬使用の全数解析も
実施し、中間解析結果を得た。 
 
 
 ②歯科領域の抗菌薬使用実態につ
いても解析した。県単位レセプトデー
タベース B(2015～20 年度)では、2019
年度の歯科領域抗菌薬処方量は 2015
年度比で 7％減少し、第 3 世代セファ
ロスポリンは 14%減少、アモキシシリ
ンは 3.85 倍に増加したことを示した
(図 2, 文献 1)。 
 
 
(3)インフルエンザ関連医療の解析： 
①県単位レセプトデータベース C(2012～2017 年)を用い、インフルエンザの発生率におよぼす

降圧薬の影響について、研究室内で high-dimensional propensity score analysis を用いた解



析法を確立した。2012 年度のみ
カ ル シ ウ ム 拮 抗 薬 群 は
ACEI/ARB 群よりもインフルエ
ンザの発生率が有意に低かった
が、研究期間全体では有意差は
ないことを示した(リスク比
0.92、95%信頼区間 0.92−1.00)。 
 

 
②県単位レセプトデータベー

ス C(2012～2017 年)よりすべて
のインフルエンザ患者(12.2 万
人)を抽出し、インフルエンザ関
連入院や抗インフルエンザ薬処
方割合を解析した。インフルエ
ンザ後に入院した患者の割合は
69 歳以下で 3%以下、70-79 歳で
7%、80-89 歳で 16%、90 歳以上
で 24%と高齢者で著明に増加し
た。基礎疾患（重症化リスク因
子）を持つ患者は持たない患者
の 3～4倍入院割合が高かった。
県単位レセプトデータベース
A(2016～2021 年)を用いた解析
では、2020-21 シーズンを除き、インフルエンザ患者の 90%以上が抗インフルエンザ薬の投与を、
85％が検査を受けており、諸外国と比べ非常に高い割合であった(図 3)。 
 
(4) 新型コロナウイルス感染症が医療に与えた影響の解析：県単位レセプトデータベース
A(2017～2021 年)を用いて、新型コロナウイルス感染症が医療に与えた影響を解析した。感染予
防策や行動制限の影響により、上気道感染症(前年までの同四半期比 0.48)、インフルエンザ(同
0.02)、肺炎(同 0.55)や下痢症(同 0.68)の受診は激減した一方、性感染症は不変だったことなど
を示した(図 4. 文献 2)。消化器癌に対する手術件数は緊急事態宣言・まん延防止等重点措置が
適用された期間に一致して 20%の減少が観察された。全身麻酔件数は 10%，耳鼻科処置は 40%の
減少が続いていることが確認された。 
 
 
(5) 2 型糖尿病患者(2016～21
年：約 30 万人)の保険者データ
の利用環境を整備し、「糖尿病治
療薬による泌尿生殖器領域感染
症のリスク解析」を行った。これ
までの知見と異なり、特定の種
類の糖尿病薬使用者における尿
路感染症が有意に少ないことを
示した(公表準備中)。 
 
 
(6)エイズ医療の網羅解析：他施
設との共同研究体制の構築と、厚生労働省に対し匿名レセプト情報等の利用申請を行い、HIV 感
染症および関連疾患の医療負荷に関する包括的研究を遂行した。抗菌薬および肝炎に関わる部
分については中間解析の結果が得られており、今年中に公表予定である。 
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